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Abs血act

　　The1ithofacies　and　the　radio1砒ian　fossi1age　were　examined　a1ong　the　forestry　road　at　Onji，

Mima　Town，Ehime　Prefecture．The　distribuせ。n　of　lithofacies　shows　that　the　boundary　be㎞een　the

Chichibu　Be1t　and　the　Shimmto　Belt，which　may　be　Butsuzo　tectonic正ne，pass　in　the　E－W

direction　through　the　northem　part　of　the　studied砒ea．

　　The　Shimanto　Group　in　the　area　is　composed　of　sandstone㎜d　mudstone．S玉ump1ayers　are

○血en　obsewed　in　the　mudstone　sequence　and　the　altemat㎞g　beds　of　sandstone　and　mudstone．At

three　loca1ities，radiolari…m　fossils，such　as　HoJocり研。cαn伽m，λπ危αeo〃吻。m伽α，＾e〃。〃。妙。m伽α，

〃αmα肋　were　obtained丘。m　mudstone．The　geologic　age　of　the　strata　is　infered　to　be　the

Cenomanim　age．

Key　words：Cretaceous，Shimmto　Group，Butsuzo　tectonic1ine，radiolaria．
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I．はじめに
愛媛県宇和島市の約14㎞北刺こ位置する，北宇和郡

三問町音地周辺を調査した（図ユ）．この地域は四万十

帯の北縁部に当たり，白亜系が分布している．また，本

調査地域の北部には秩父帯の地層群が分布している．四

万十帯は，その北側に位置する秩父帯と仏像構造線と呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）ばれる断層により接しており（須鎗，ユ991），今回の

調査は，四万十帯と秩父帯の境界を岩相分布より明らか

にするとともに，四万十帯北縁部の地層群の年代を放散

虫化石により検討することを目的とした．

　調査地域の三間町音地から広見町人街にかけての約1ユ

㎞の区剛こは，昭和60年度から平成3年度にかけて過

疎林道広見三間線が造られており，連続性の良い露頭が

多く見られる．青地付近では東西方向に林道が設けられ

ており，四万十帯と秩父帯の境界部の地層がこの林道沿

いで観察された．
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図1　位置図

　　枠内は調査地域（国土地理院発行の20万分の1地勢

　　図「宇和島」を使用）

皿．研究史

　宇和島市周辺には四万十累層群の白亜系が広く分布し

ている．四万十累層群からは」般に大型化石がほとんど

見つからないが，宇和島市周辺に分布している四万十累

層群からは例外的に多くの地点から大型化石が報告され

ていることより，宇和島市周辺地域に分布する四万十累

層群を，宇和島層群と呼ぶこともある．四万十累層群の

大部分が深海の堆積物とされるのに対し，“宇和島層群”

は主として浅海の陸棚相堆積物と推測されている（寺岡
　　　　　2〕ほか，1980）、

　調査地域の四万十累層群を取り扱った研究としては，
　　　　　　　　2〕　　　　　　　　　　　　　　　　3）
先の寺岡ほか（1980）のほかに，寺岡・栗本（ユ986），

　　　　　　4）寺岡ほか（1986）などがある．本地域には，寺岡らの

論文中では，後期白亜紀コニアシアンの三問層上部層

（Ma3部属）が分布しているとされる．寺岡ほか
　　　3〕
（ユ986）によれば，本調査地域の南西方の，隣接する

三間町音地南西部地域より，大型化石の∫moCemmm∫

m励。m銚やウニの化石，そして放散虫化石ハe〃。m’o一

助α舳sp．，λm助伽〃m∫Coc肋，D物。m伽α㎡．伽∫’

ω∫刎αなどが産出している．

　調査地域の北部に分布する秩父帯の地層群は，寺岡ほ
　　　　3〕　　　　いたがたに
か（ユ986）　によれば板ヶ谷層と呼ばれる．彼らは宇和

島市地域の板ヶ谷層のチャートからペルム紀と三畳紀の

放散虫化石を，粘板岩からジュラ紀の放散虫化石を検出

しており，従来の報告と併せて，石灰岩は石炭紀後期か

ら三畳紀，チャートはペルム紀から三畳紀，砕屑岩はジ

ュラ紀のものであろうと推測している、

皿．地　　質

　調査地域の主要な露頭で観察された岩相を図2に示

す．秩父帯側については，四万十帯との境界に隣接する

部分のみについて岩相を示している．

図2　三間町音地周辺地域の，林道三間広見線沿いの岩相分布

　　（国土地理院発行の2万5000分の1地形図「近永」を使用）
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写真2　白色の脈（vein）の入った塊状泥岩（地点工）

写真1　秩父帯の石灰岩と緑色岩（地点A）

秩父帯調査地域で，四万十帯に隣接する地帯では，

緑色岩および石灰岩が観察される．緑色岩は大部分が風

化を被っており，ハンマーの尖っている部分で簡単にボ

ロボロと崩すことができる．また，枕状溶岩であったと

考えられる構造が観察されることもある．図2の地点A

周辺で見られるように，石灰岩は見かけ上緑色岩の上部

に観察されることが多いが（写真1），緑色岩中にブロ

ック状に入っている場合もある．なお，図2に岩相を示

した四万十帯の隣接地帯よりも北側では，チャートの岩

体も観察される．チャートからはλm尻mo∂吻。m伽α，

HSmm，〃ωJoCψ5αなどのジュラ紀の年代を示すと推

測される放散虫化石を検出したが，詳しい群集および年

代の検言立は行っていない．

四万十帯　石灰岩および緑色岩の分布する地帯の南方で

は，砂岩層や泥岩層および砂岩と泥岩の互層が観察され

る（図2）．泥岩層は数。m程度の薄い砂岩層やブロッ

ク状の砂岩を含むことがある．緑色岩や石灰岩の南方に

分布する，砕屑岩のみから構成される地層群を四万十帯

の地層とした．

　秩父帯と四万十帯の境界は，先述のように仏像構造線

と呼ばれる断層とされている．仏像構造線は東西性の断

層と考えられているが，この地域においても両構造帯の

境界は，ほぼ東西方向に追跡される．
　　　　　　ユ）
　須鎗（1991）　によると，四国の仏像構造線の走向は

東西～東北東一西南西で，傾斜は一般に約70、である

が，南に急傾斜するところもあるとされている。一方，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）宇和島市周辺の地質を報告した寺岡ほか（ユ986）　によ

れば，仏像構造線は断層面が北へ30～40。傾く断層とし

ている．また，調査地域付近の仏像構造線について報告
　　　　　　　　　5〕している鹿島（！968）　は，本地域に隣接する広見町内

山の林道沿いでの断層面について，「直接走向・傾斜は

測定できないが，目視したところでは緩やかに北方へ傾

斜している」と報告している．

　今回の岩相分布の調査からは，一定の走向・傾斜をも

つ断層として調査地内の境界を結ぶことはできず，明確

な断層破砕帯を見つけることもできていないため，おお

よそ推測される境界線を点線で図2に示した．岩相分布

から描いた境界は，直線的ではなく，断層面の傾斜が急

ではないことが推測される．ただし，調査地域において

仏像構造線と考えられる断層面を観察することはできて

おらず，仏像構造線についてはより範囲を広げて詳しい

調査を行う必要がある．

　図2の地点ユと2では塊状の厚い泥岩層が観察され

る．この泥岩中には白色の脈（Vein）が細かく無数に入

っている（写真2）．地点3では，2mほどの大きさの砂

岩のブロックを含む泥岩層が観察される．この地点のユ0

mほど西側では緑色岩の露出した露頭が観察されるが，

地点3の泥岩層は破砕および変形を被ってはいない．

　地点3の南側の林道沿いには砂岩層が見られる．砂岩

層中には層理面と思われる面構造が見られることがある

が，露頭表面がコンクリートで覆われているところがほ

とんどであるため，正確な層理面の走向・傾斜を測定す

ることはできなかった．地点4ではスランプによる榴曲

構造の見られる砂岩泥岩互層（写真3）が観察される．

そのすぐ南側の地点5付近では，数十。m程度の大きさ

写真3　スランプ摺曲の見られる砂岩泥岩互層

　　　　　　　（地点4：層理面を波線で示す）
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写真4　スランプ摺曲の見られる砂岩泥岩互層

　　　　　　　（地点7：層理面を波線で示す）

の砂岩をブロック状に含む泥岩層が観察される。地点6

では砂岩泥岩互層が観察されるが，スランプのため砂岩

層はしばしばブロック化しており，層の連続性は悪い．

　地点7（三問町と広見町の町境に当たる地点）ではま

た，スランプ櫓曲の見られる砂岩がち砂岩泥岩互層が観

察される（写真4）．摺曲構造からは，南側へと地層が

動いたこと（南方へと傾いた古斜面の存在）が推測され

る．地点7の北側（広見町側）の林道沿いには，主とし

て薄層（厚さ数Cm程度）の砂岩層を挟む泥岩層が分布

している．地点8では細かい割れ目の発達している泥岩

層が観察される．この地点の200mほど東方には石灰岩

が分布していることより，泥岩層中の細かい割れ目は，

仏像構造線に関連して形成された可能性が考えられる．

M．放散虫化石・年代

　調査地域内のユ3地点で，泥岩および泥岩中のノジュー

ルを15個採取し，フッ化水素酸を使って放散虫化石の検

出を行った．地点5の泥岩中からは個体数および種数の

豊富な放散虫化石を得ることができた．また，地点1お

よび地点2の泥岩からも放散虫化石を検出したが，この

両地点からのものは種数・個体数ともに少ない．

　詳しい放散虫化石群集の検討は不十分であるので群集

組成や年代についての詳しい議論は別の機会に行うが，

地点5の泥岩から得られた放散虫化石群集申には

Ho’oC物サ。ωm伽mろ〃あ〃が多数含まれており，他の

HoJoCη物Cm〃m属の放散虫化石も多く含まれている．

その他の放散虫化石としては，λm励〃d伽，ルC尻mo一

励め。m〃m，Cり物m〃。m〃α，ハe〃。d物。m〃m，〃α一

m物，x伽∫属の放散虫などが検出された．また個体数

は少ないが，地点1の泥岩からもHo’ocαが。c舳伽m　cf

あm凸〃が見つかっており，＾e〃〃吻。m伽αなども見

つかっている．これらの放散虫化石群集は，山崎・鶴田
　　　6）
（1996）が，調査地域南方の広見町近永南方より報告

した，〃。JoCψfoCm切mや〃mα〃αの多産により特徴

づけられる放散虫化石群集と類似しており，セノマニア

ンの年代が推測される．

　　　　　　　　　　　　　　　　3）　先述のように，寺岡ほか（1986）　は三間町音地南西

部よりコニアシアンの大型化石および放散虫化石を検出

し，調査地域に分布する地層群をコニアシアンの三間層

（Ma3部属）とした．今回筆者が検出したのは，より

古い時代を示す放散虫化石である．古い時代の化石が，

より新しい時代の堆積物中に取り込まれることもある

が，調査地域南東約2㎞の広見町大平周辺で数カ所よ

りセノマニアンを示すと推測される放散虫化石群集を見

つけており，かつその南方の広見町清水西部ではコニア

シアンと推測されている放散虫化石が見つかる（公表予

定）ことから，大平町周辺から本調査地域にかけての四

万十帯北縁部にはセノマニアンの地層が存在しており，

より南方の地域（広見町清水西部から三間町音地西部）

にコニアシアンの地層が分布していると推測する．

　調査地域周辺の地層は，東西に近い走向で北に傾斜し

ている場合が多いことから，北側に分布するセノマニア

ンの地層と南側のコニアシアンの地層は，断層により接

している可能性が高い．今後，調査地域の放散虫化石群

集を詳しく調べて年代を詳しく決定するとともに，調査

地域周辺のセノマニアンとコニアシアンの地層の分布を

明確にし，両者の関係を明らかにする必要があろう．

V．ま　と　め

　愛媛県北字和郡三間町音地周辺の林道沿いを調査し，

以下のような結果を得た．

1）岩相分布の調査より，四万十帯と秩父帯の境界を林

　　道沿いに追跡した．境界はほぼ東西方向に延びてい

　　るが，境界が直線的にはなっていない．

2）四万十帯の北縁部に分布している砂岩泥岩互層ある

　　いは泥岩層中には，スランプ性の摺曲やスランプに

　　よりブロック化した砂岩がしばしば観察される．海

　　底地滑りのような重力滑動がしばしば発生するよう

　　な環境下で堆積したことが考えられる．

3）放散虫化石を3地点で検出した．群集組成より，白

　　亜紀の半ばのセノマニアンの年代であることが推測

　　される．
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